
【
研
修
報
告
】 

第
三
回
社
会
科
部
会
歴
史
分
科
会
高
大
連
携
の
試
み 

夏
期
集
中
講
座 

「
一
九
世
紀
ア
ジ
ア
世
界
を
ど
う
教
え
る
か
」 

歴
史
分
科
会
主
催
の
こ
の
試
み
は
本
年
度
で
三
回
目
と
な
り
、
生
徒
の
学
力

向
上
と
教
員
研
修
の
双
方
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
る
。 

今
年
度
は
八
月
三
日
（
月
）
～
五
日
（
水
）
の
三
日
間
で
設
定
し
た
。
メ
イ

ン
テ
ー
マ
「
一
九
世
紀
ア
ジ
ア
世
界
を
ど
う
教
え
る
か
」
に
基
づ
き
、
一
昨
年
、

昨
年
に
続
き
栄
光
学
園
中
・
高
等
学
校
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
午
前
は

大
ホ
ー
ル
で
生
徒
へ
の
講
義
、
午
後
は
場
所
を
図
書
館
に
移
し
て
参
観
教
員
と

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
二
部
構
成
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
。 

参
加
生
徒
は
栄
光
学
園
二
二
名
の
ほ
か
に
湘
南
一
〇
名
、
そ
の
他
柏
陽
な
ど

一
〇
数
校
か
ら
二
一
名
、
計
五
〇
名
以
上
に
な
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者

は
一
日
目
四
八
名
、
二
日
目
五
八
名
、
三
日
目
五
〇
名
を
数
え
、
昨
年
よ
り
高

校
数
も
急
増
し
た
。 

本
講
座
は
全
国
の
歴
史
研
究
会
や
他
県
歴
史
部
会
の
み
な
ら
ず
、
大
学
・
学

会
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
、
教
育
系
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
あ
げ
ら
れ
た
。
今
回

も
他
府
県
の
高
校
教
員
（
関
東
だ
け
で
な
く
関
西
圏
か
ら
も
）
の
参
加
も
多
く
、

東
大
、
大
阪
大
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
者
も
参
加
し
て
い
る
。 

講
義
は
、
午
前
の
部
前
半
五
〇
分
は
神
奈
川
の
歴
史
分
科
会
に
属
す
る
メ
ン

バ
ー
が
「
授
業
」
の
講
義
を
お
こ
な
い
、
後
半
九
〇
分
を
大
学
側
の
講
師
が
講

義
し
た
。
高
校
と
大
学
の
両
方
の
時
間
割
を
ミ
ッ
ク
ス
し
て
普
段
と
同
じ
よ
う

な
講
義
が
で
き
る
よ
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組
む
こ
と
に
し
た
。 

今
年
は
、
世
界
史
・
日
本
史
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
広
い
視
点
で
「
一
九

世
紀
」
ア
ジ
ア
を
見
直
す
と
い
う
の
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
大
き

な
枠
組
み
」
を
設
定
し
た
授
業
は
、
教
科
書
準
拠
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
で
は

制
限
（
時
間
数
の
面
で
も
）
が
あ
り
、
ま
た
現
場
の
教
員
に
と
っ
て
も
、
時
代

と
地
域
を
横
断
的
に
比
較
し
て
ま
と
め
る
の
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。
こ
の

時
期
の
世
界
の
歴
史
を
ど
の
よ
う
に
生
徒
に
提
示
で
き
る
か
、
そ
の
授
業
実
践

を
参
加
者
が
実
際
に
見
て
、
加
え
て
最
近
の
学
会
の
事
情
な
ど
を
取
り
入
れ
て

授
業
に
生
か
す
機
会
と
し
て
ほ
し
い
。 

 

第
一
日
（
八
月
三
日
）
「
一
九
世
紀
の
西
ア
ジ
ア
世
界
」 

一
〇:

〇
〇
～
一
〇:

五
〇 

澤
野
理
（
県
立
川
崎
工
業
高
） 

「
西
ア
ジ
ア
」
の
範
囲
と
一
九
世
紀
ア
ジ
ア
史
の
枠
組
み
と
流
れ
、
一
連
の 

抵
抗
と
改
革
を
お
さ
え
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
理
解
す
る
た
め
必
要
な
基
本
事
項

を
ま
と
め
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
へ
の
列
強
進
出
と
内
政
問
題
、
帝
国
内
勢
力
自

立
（
バ
ル
カ
ン
・
ア
ラ
ビ
ア
・
エ
ジ
プ
ト
）
、
上
か
ら
の
近
代
化
、
イ
ラ
ン
・

ア
フ
ガ
ン
問
題
と
セ
ン
タ
ー
過
去
問
、
諸
大
学
の
出
題
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。 

一
一:

〇
〇
～
一
二:

三
〇 

長
谷
部
圭
彦
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
） 

東
京
大
学
入
試
の
傾
向
と
対
策
と
し
て
論
述
問
題
（
知
識
と
構
成
・
体
系
化
）

を
分
析
。
学
習
方
法
と
し
て
「
求
め
て
い
る
も
の
の
把
握
」
「
構
成
メ
モ
づ
く

り
」
を
提
示
し
、
近
現
代
の
欧
米
中
心
の
国
際
関
係
・
世
界
経
済
を
力
説
し
た
。 

講
師
の
専
門
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
あ
る
。
現
在
は
受
験
教
科
書
で
も
「
オ
ス

マ
ン
＝
ト
ル
コ
」
は
「
オ
ス
マ
ン
帝
国
」
に
変
わ
り
（
正
式
国
名
は
オ
ス
マ
ン

の
至
高
な
る
国
家

D
e

v
le

t-i A
liy

y
e

-i O
s
m

a
n

iy
y

e

）
、
多
様
性
・
非
ム
ス
リ

ム
の
存
在
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ス
ル
タ
ン
＝
カ
リ
フ
「
伝
説
」
、
そ
も

そ
も
君
主
は
「
ス
ル
タ
ン
」
で
は
な
く
「
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と(

「
ス
ル
タ
ン
」
は
政
府
高
官
あ
る
い
は
内
親
王
の
称
号)

、
首
都
イ
ス
タ
ン



ブ
ル
（
ブ
ー
ル
と
伸
ば
さ
な
い
）
は
征
服
以
後
も
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ニ
ェ
と
呼

ば
れ
続
け
た
こ
と
、
さ
ら
に
一
般
的
に
は
「
繁
栄
の
地
」
デ
ル
＝
サ
ア
ー
デ
ト

と
言
う
等
々
、
そ
し
て
「
レ
パ
ン
ト
」
の
意
味
な
ど
専
門
な
ら
で
は
の
知
識
が

披
露
さ
れ
た
。 

も
う
一
つ
の
テ
ー
マ
は
「
大
学
」
。
大
学
は
一
二
世
紀
に
誕
生
「
集
団
・
団

体
」
と
し
て
誕
生
し
、
一
三
～
一
五
世
紀
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
圏
へ
拡
大
し

た
。
一
六
～
一
七
世
紀
に
南
北
ア
メ
リ
カ
へ
、
そ
し
て
一
九
世
紀
に
な
る
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
以
外
の
文
化
圏
に
も
設
立
さ
れ
る
。 

最
後
に
受
験
生
の
た
め
に
、
学
問
と
は
「
暗
記
の
先
に
あ
る
も
の
」
と
し
て

世
界
史
像
を
つ
く
る
方
法
と
そ
の
内
容
を
提
示
し
た
。
生
徒
が
「
仕
方
が
な
い
」

と
受
け
取
っ
て
い
る
受
験
勉
強
の
先
に
あ
る
「
学
問
」
の
意
味
を
高
校
教
員
が

生
徒
に
伝
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
の
意
味
で
は
非
常
に
興
味
深
い

ま
と
め
方
で
あ
っ
た
。 

 第
二
日
目
（
八
月
四
日
）
「
一
九
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
世
界
」 

一
〇:

〇
〇
～
一
〇:

五
〇 

杉
山
登
（
逗
子
開
成
高
） 

 

ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
中
国
通
史
と
日
本
と
の
関
係
を
、
日
頃
行
っ
て
い
る
授

業
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
受
験
生
に
講
義
し
た
。
基
本
的
知
識
と
流
れ
を
、
脱

線
す
る
こ
と
な
く
進
め
る
。
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
史
学
習
の
基
本
中
の
基
本
で

あ
る
ア
ヘ
ン
戦
争
と
ア
ロ
ー
戦
争
の
経
緯
と
結
末
、
太
平
天
国
と
洋
務
運
動
、

そ
し
て
朝
鮮
・
日
本
・
琉
球
へ
重
要
項
目
を
し
っ
か
り
押
さ
え
た
コ
ン
パ
ク
ト

な
授
業
と
な
っ
た
。 

一
一:

〇
〇
～
一
二:

三
〇 

桃
木
至
朗
（
大
阪
大
学
教
授
） 

教
授
は
横
浜
出
身
で
毎
年
当
部
会
と
本
県
受
験
生
の
た
め
に
「
仕
事
」
を
は

る
か
に
越
え
る
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。 

最
初
に
大
阪
大
学
二
次
試
験
解
説
を
導
入
と
し
て
、
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
「
お

さ
ら
い
」
を
三
つ
の
時
期
（
一
八
世
紀
末
～
一
九
世
紀
前
半
、
一
九
世
紀
半
ば

～
後
半
、
一
九
世
紀
末
～
二
〇
世
紀
初
頭
）
に
分
け
、
「
大
学
で
研
究
し
た
く

な
る
東
ア
ジ
ア
史
」
を
提
示
し
た
。
一
九
世
紀
の
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
拡
大
、

東
ア
ジ
ア
家
族
経
営
の
強
さ
、
東
ア
ジ
ア
知
識
人
と
国
家
建
設
の
三
つ
で
あ
る
。

植
民
地
化
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
商
業
が
こ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、
し

ぶ
と
く
適
応
し
て
い
た
こ
と
を
、
「
家
族
経
営
」
や
「
経
営
マ
イ
ン
ド
」
と
い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
再
評
価
し
、
加
え
て
日
本
・
中
国
・
朝
鮮
の
対
応
事
例
を
挙

げ
、
国
家
意
識
の
存
在
と
結
び
付
け
て
現
代
へ
の
つ
な
が
り
を
解
き
明
か
し
た
。 

 第
三
日
目
（
八
月
五
日
）
「
一
九
世
紀
の
日
本
」 

一
〇:

〇
〇
～
一
〇:

五
〇 

児
玉
祥
一
（
上
鶴
間
高
） 

幕
末
か
ら
明
治
期
の
日
本
に
つ
い
て
、
国
内
の
経
済
動
向
を
列
挙
し
、
商
品

生
産
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
日
本
経
済
が
列
強
に
従
属
し
な
い
強
さ
が
あ
っ
た

点
を
ま
ず
強
調
し
た
。
続
い
て
明
治
維
新
で
日
本
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
、

自
由
民
権
運
動
、
立
憲
政
治
、
外
交
面
の
対
応
か
ら
見
て
ゆ
く
と
い
う
授
業
構

成
で
あ
っ
た
。 

一
一:

〇
〇
～
一
二:

三
〇 

加
藤
陽
子
（
東
京
大
学
教
授
） 

加
藤
氏
は
栄
光
学
園
歴
史
部
の
生
徒
へ
の
現
代
史
の
講
義
を
ま
と
め
た
『
そ

れ
で
も
、
日
本
人
は
「
戦
争
」
を
選
ん
だ
』
（
朝
日
新
聞
社 

二
〇
〇
九
年
一
〇

月
）
を
発
行
し
、
そ
の
縁
で
今
回
講
義
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

授
業
は
ま
ず
日
本
社
会
の
戦
前
・
戦
後
の
違
い
に
気
付
か
せ
、
次
い
で
島
国

日
本
の
「
海
峡
」
を
取
り
上
げ
た
。
占
守
海
峡
（
千
島
樺
太
交
換
条
約
）
・
南

西
諸
島
（
琉
球
処
分
）
・
台
湾
海
峡
バ
シ
ー
海
峡
（
日
清
戦
争
）
・
間
宮
海

峡
（
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
）
・
対
馬
海
峡
・
朝
鮮
海
峡
（
韓
国
併
合
）
か
ら
日
本



の
海
外
進
出
が
見
え
る
と
い
う
着
目
で
あ
っ
た
。 

次
い
で
日
清
戦
争
に
い
た
る
流
れ
を
、
次
第
に
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
世
論
あ
る

い
は
国
民
の
意
識
と
い
う
面
に
求
め
、
書
籍
・
演
説
（
福
沢
諭
吉
、
山
県
有
朋
、

田
中
正
造
、
陸
奥
宗
光
）
を
列
挙
し
た
。 

 

【
午
後
研
究
会
の
要
旨
】 

三
日
間
と
も
熱
気
あ
ふ
れ
る
討
論
が
多
岐
に
わ
た
り
行
わ
れ
た
。
ま
ず
生
徒

が
午
前
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
に
つ
い
て
講
師
が
授
業

の
目
的
、
自
己
評
価
な
ど
を
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
次
い
で

参
加
者
を
交
え
て
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。
大
学
教
授
や
研
究
者
に
よ
る
解
説
も

あ
り
、
議
論
は
時
代
・
地
域
・
分
野
を
越
え
て
と
て
も
す
べ
て
を
記
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
議
論
が
集
中
し
た
テ
ー
マ
の
み
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。 

 

 

●
一
日
目 

一
四:

〇
〇
～
一
七:

〇
〇 

・
「
帝
国
」
は
日
本
人
通
詞
の
造
語
で
あ
っ
た
。 

・
「
民
族
」
の
曖
昧
さ
。
「
王
た
ち
の
王
」
が
「
民
族
」
を
区
別
し
て
治
め
た
。

「
法
圏
」
と
み
る
な
ら
ば
「
帝
国
」
に
は
法
体
系
が
複
数
あ
る
。 

・
「
継
承
国
家
」
を
標
榜
し
た
帝
国
は
ロ
ー
マ
～
ビ
ザ
ン
ツ
～
ロ
シ
ア
が
あ
る
。 

モ
ン
ゴ
ル
は
「
中
華
帝
国
」
を
受
継
ぐ
が
、
モ
ン
ゴ
ル
継
承
国
に
は
肯
定
派

と
否
定
派
が
あ
る
。
一
九
世
紀
日
本
も
「
帝
国
扱
い
」
。 

・
「
条
規
」
は
一
八
七
〇
年
の
曾
国
藩
に
た
ど
れ
る
。
条
約
「
不
平
等
条
約
の

こ
と
」
、
条
規
「
平
等
な
も
の
」
。
清
側
の
期
待
を
こ
め
た
表
現
で
あ
っ
た

よ
う
だ
。 

・
ミ
ド
ハ
ト
憲
法
は
「
ア
ジ
ア
初
」
と
の
評
価
だ
が
、
オ
ス
マ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ア
ジ
ア
か
。
立
憲
思
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
「
外
発
的
」
な
思
想
で

あ
り
「
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
ア
ジ
ア
。 

ス
レ
イ
マ
ン
時
代
ま
で
は
「
重
心
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
だ
が
受
験
の
ま
と
め
方

に
反
す
る
。
「
文
化
圏
」
と
し
て
の
オ
ス
マ
ン
は
問
題
な
く
西
ア
ジ
ア
世
界

だ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
＆
東
欧
）
史
な
し
に
オ
ス
マ
ン
は
語
れ
ず
。 

・
文
化
圏
イ
コ
ー
ル
「
文
字
」
で
あ
る
。
当
時
は
五
つ
の
文
字
文
化
圏
が
あ
っ

た
。
（
漢
字
・
梵
語
・
キ
リ
ル
・
ア
ラ
ビ
ア
・
ラ
テ
ン
）
。
オ
ス
マ
ン
の
文

字
改
革
と
は
「
ア
ラ
ビ
ア
語
と
の
決
別
」
。
こ
こ
か
ら
「
ト
ル
コ
」
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
な
っ
た
！ 

・
文
字
は
教
育
と
リ
ン
ク
す
る
。
伝
統
的
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
と
軋
轢
を
生
じ
る

が
、
ど
ち
ら
も
教
材
テ
キ
ス
ト
が
必
要
。
ア
ラ
ビ
ア
語
写
字
の
伝
統
と
大
量

出
版
＝
活
版
印
刷
導
入
は
順
調
で
な
く
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
派
は
、
写
字
生
の

失
職
や
美
し
い
字
体
が
不
可
だ
と
し
て
一
九
世
紀
末
ま
で
抵
抗
し
た
。 

・
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
に
お
け
る
中
東
の
経
済
的
地
位
。 

英
土
通
商
条
約
（
一
八
三
八
）
で
オ
ス
マ
ン
地
域
商
業
が
失
墜
。
「
植
民
地

化
」
が
帝
国
内
外
の
国
際
部
分
業
シ
ス
テ
ム
を
破
綻
さ
せ
、
オ
ス
マ
ン
、
エ

ジ
プ
ト
と
も
に
外
債
借
金
で
国
際
管
理
下
へ
入
っ
た
。 

・
イ
ン
ド
綿
布
の
問
題
。
イ
ギ
リ
ス
は
イ
ン
ド
の
綿
糸
生
産
を
促
進
。「
駄
目
に

な
り
っ
ぱ
な
し
」
で
な
い
。
世
界
市
場
へ
の
「
組
み
込
み
」
は
一
方
的
貧
困

化
」
で
は
な
く
、
マ
ル
ク
ス
的
理
解
「
産
業
の
壊
滅
」
は
起
き
て
い
な
い
。

だ
か
ら
イ
ン
ド
綿
を
原
料
と
し
て
大
阪
の
綿
工
業
が
成
長
し
た
。 

・「
パ
ッ
ク
ス
＝
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
崩
壊
は
一
八
七
三
年
の
世
界
不
況
に
よ
る
。
こ

の
対
応
が
「
第
二
次
帝
国
主
義
」
の
ス
タ
ー
ト
。
オ
ラ
ン
ダ
の
「
強
制
栽
培

制
度
」
廃
止
は
遠
隔
地
貿
易
が
不
振
に
な
り
国
際
競
争
力
を
失
っ
た
た
め
。

一
八
七
三
年
の
ス
エ
ズ
運
河
買
収
か
ら
新
し
い
段
階
に
進
む
。 

・
オ
ス
マ
ン
軍
制
改
革
に
は
ド
イ
ツ
が
関
与
し
た
。
そ
も
そ
も
海
軍
は
「
軍
艦



購
入
」
で
即
変
わ
れ
る
が
、
陸
軍
も
す
で
に
一
八
二
六
年
の
イ
ェ
ニ
チ
ェ
リ

殲
滅
の
下
地
が
あ
り
、
一
八
七
〇
年
代
、
モ
ル
ト
ケ
経
由
で
「
プ
ロ
イ
セ
ン

モ
デ
ル
」
を
導
入
し
た
。 

・
ウ
ィ
ー
ン
会
議
に
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
参
加
し
た
か
微
妙
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

会
議
に
オ
ス
マ
ン
代
表
も
「
い
た
」
の
は
確
か
。
し
か
し
「
神
聖
同
盟
」
は

オ
ス
マ
ン
警
戒
感
か
ら
結
ば
れ
た
。 

・「
ス
ル
タ
ン
＝
カ
リ
フ
制
」
の
同
時
代
史
料
は
な
い
。
一
八
世
紀
に
つ
く
ら
れ

た
「
伝
説
」
。
オ
ス
マ
ン
の
権
威
し
か
残
っ
て
い
な
い
時
代
に
な
っ
て
積
極
主

張
さ
れ
、
あ
る
程
度
有
効
（
そ
し
て
無
効
）
だ
っ
た
。
こ
の
伝
説
ゆ
え
に
ア

チ
ェ
ー
王
国
は
対
オ
ラ
ン
ダ
闘
争
で
「
オ
ス
マ
ン
の
助
け
が
く
る
か
ら
ガ
ン

バ
レ
」
と
鼓
舞
し
た
。
だ
が
一
八
世
紀
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
研
究
は
そ
れ
ほ
ど

進
ん
で
い
な
い
の
で
確
定
で
は
な
い
。 

 

●
二
日
目
（
一
三:

三
〇
～
一
七:

三
〇
を
過
ぎ
て
も
続
い
た
） 

・
琉
球
処
分
の
際
、
沖
縄
で
は
親
清
派
知
識
人
が
い
た
。
士
族
知
識
人
で
清
へ

脱
出
し
た
も
の
多
い
。 

・
イ
ギ
リ
ス
の
言
い
が
か
り
「
三
跪
九
叩
頭
」
。
副
島
種
臣
が
西
洋
式
に
皇
帝
に

対
面
し
た
。
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
は
し
な
い
で
対
面
。
ア
マ
ー
ス
ト
は
会
っ
て
も

ら
え
ず
（
ロ
シ
ア
公
使
も
同
様
）
。 

・
タ
ン
ジ
マ
ー
ト
と
洋
務
運
動
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
タ
ン
ジ
マ
ー
ト
は
明
治

憲
法
に
似
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
。
い
わ
ば
「
オ
ス
体
西
用
」（
長
谷
部
氏
の
造
語
）
。

洋
務
運
動
は
一
部
官
僚
の
間
だ
け
で
民
間
に
何
も
影
響
が
な
か
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
法
が
導
入
さ
れ
た
が
官
営
産
業
・
民
間
興
行
の
動
き
は
な
く
「
殖
産
興

業
」「
軍
国
化
」
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
あ
と
の
「
変
法
」
は
「
明
治

モ
デ
ル
」
。
日
中
は
並
行
し
て
改
革
の
流
れ
が
見
え
る 

○
講
師
コ
メ
ン
ト 

【
植
民
地
支
配
を
押
し
付
け
る
側
と
受
け
入
れ
る
側
】 

・
植
民
地
経
営
の
違
い
。「
同
化
主
義
」
の
フ
ラ
ン
ス
、
儲
け
が
あ
れ
ば
「
ど
う

で
も
い
い
」
主
義
の
イ
ギ
リ
ス 

・「
経
営
マ
イ
ン
ド
」
ア
ジ
ア
の
小
農
社
会
は
低
賃
金
労
働
者
の
供
給
源
。
ち
い

さ
な
家
族
経
営
の
「
強
み
」
。
ゴ
マ
油
、
ヤ
シ
油
な
ど
確
実
に
需
要
が
あ
る
製

品
を
つ
く
り
だ
す
。 

・
清
の
「
柔
軟
性
」
専
制
国
家
だ
が
全
体
主
義
で
は
な
い
。
末
端
に
権
力
は
及

ば
ず
、
中
央
は
地
方
を
「
放
っ
て
お
く
」
。
権
力
の
密
度
が
薄
く
「
封
建
的
」 

○
補
足
コ
メ
ン
ト 

・
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
支
配
も
「
薄
い
」
。
君
主
（
パ
ー
デ
ィ
シ
ャ
ー
）
の
「
力
が

及
ぶ
範
囲
」
で
の
み
専
制
。
で
き
た
の
は
大
宰
相
の
ク
ビ
を
切
れ
る
ぐ
ら
い
。

ア
ブ
ド
ゥ
ル
ハ
ミ
ド
二
世
は
「
専
制
的
」
と
の
評
価
だ
が
、
そ
れ
は
憲
法
を

停
止
し
た
（
宮
中
以
外
の
こ
と
に
口
を
出
し
た
）
と
い
う
点
だ
け
。 

○
講
師
コ
メ
ン
ト
追
加 

・
日
本
江
戸
期
と
ア
ジ
ア
の
経
済
繁
栄
は
共
通
で
あ
り
、「
ア
ジ
ア
停
滞
論
」
は

適
切
で
な
い
。
総
じ
て
一
八
世
紀
は
「
閉
じ
こ
も
り
」
「
横
這
い
」
「
地
方
の

時
代
」
。
清
も
オ
ス
マ
ン
も
ム
ガ
ル
帝
国
も
同
様
（
ム
ガ
ル
政
府
の
力
は
藩
の

マ
ハ
ラ
ジ
ャ
ま
で
及
ば
な
い
） 

・
植
民
地
の
「
宗
教
」
と
「
社
会
の
進
化
」
を
安
易
に
結
び
つ
け
る
の
は
危
険
。

ア
ジ
ア
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
優
位
論
「
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
＝
弱
肉
強
食
と
は

ち
が
う
論
理
が
働
い
て
い
る 

・
植
民
地
文
化
は
「
伝
統
的
」
で
は
な
い
。
実
は
新
し
く
で
き
た
モ
ノ
が
多
い
。 

 

例
と
し
て
「
ア
オ
ザ
イ
」
一
九
世
紀
末
に
登
場
。「
バ
リ
芸
能
」
は
一
九
二
〇

年
代
か
ら
（
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地
博
覧
会
の
出
し
物
）
。 



○
国
民
国
家
論 

・
東
ア
ジ
ア
で
は
昔
か
ら
プ
ロ
ト
「
国
民
国
家
」
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も

N
A

T
IO

N

は
ス
タ
ー
リ
ン
の
発
明
で
近
代
国
民
国
家
を
念
頭
に
置
い
た
。
東
ア

ジ
ア
で
は
「
わ
が
民
族
は
も
っ
と
昔
か
ら
い
た
」
。 

・
日
本
の
ケ
ー
ス
は
典
型
的
な
『
戦
争
で
国
民
が
で
き
た
』
。
①
「
本
居
宣
長
が

考
え
」
、
②
幕
末
の
「
攘
夷
」
を
経
て
、
③
日
清
戦
争
で
庶
民
も
「
国
民
」
で

あ
る
と
の
意
識
を
持
つ
。
中
国
は
①
②
の
時
期
は
日
清
戦
争
で
、
③
は
抗
日

運
動
を
通
じ
て
よ
う
や
く
意
識
が
で
て
く
る
。 

・
朝
鮮
は
日
清
戦
争
で
中
国
従
属
を
つ
い
に
脱
し
た
。「
大
韓
皇
帝
」
の
称
号
が

そ
の
あ
ら
わ
れ
。
だ
が
中
・
韓
と
も
「
被
害
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
か
ら
う

み
だ
し
た
も
の
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
種
が
滅
び
る
危
機
感
」
が
生
み
出

す
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
潘
佩
珠
か
ら
。
だ
が
い
ま
で
は
イ
ン
テ
リ
は
フ
ラ
ン
ス

好
き
で
大
衆
は
ア
メ
リ
カ
好
き
。
中
国
に
同
化
さ
れ
た
く
な
い
の
で
、
ベ
ト

ナ
ム
語
の
表
記
に
は
漢
字
を
廃
し
て
ロ
ー
マ
字
を
採
用
。 

○
東
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
。 

・
中
国
人
ム
ス
リ
ム
は
太
平
天
国
滅
亡
後
、
上
海
で
メ
ッ
カ
巡
礼
の
出
口
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
作
る
。
そ
の
後
企
業
を
立
ち
上
げ
香
港
・
ス
リ
ラ
ン
カ

に
も
進
出
す
る
。
二
〇
世
紀
初
め
に
学
校
を
建
て
、
ア
ズ
ハ
ル
へ
派
遣
さ
れ

る
者
も
あ
ら
わ
れ
る
。 

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ム
ス
リ
ム
は
ス
エ
ズ
運
河
開
設
で
巡
礼
急
増
。
帰
国
の
際

ワ
ッ
ハ
ー
ブ
運
動
を
ア
ジ
ア
に
持
ち
込
む
。
ア
ラ
ブ
人
グ
ル
ー
プ
（
ハ
ド
ラ

ミ
ー
商
人
）
も
進
出
し
、
ボ
ル
ネ
オ
に
一
時
独
立
国
家
を
建
設
す
る
。 

・ 

華
僑
資
本
は
前
近
代
的
と
の
評
価
だ
が
、
「
同
族
ビ
ジ
ネ
ス
」
ば
か
り
で
な

い
。
東
ア
ジ
ア
資
本
主
義
の
評
価
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。 

・
一
九
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
、
日
本
を
入
れ
て
歴
史
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
日

本
の
影
響
で
ア
ジ
ア
が
変
わ
っ
た
点
に
注
目
。 

・
「
世
襲
的
被
害
者
意
識
」
は
問
題
。
韓
国
で
「
日
本
も
西
洋
の
被
害
者
」
と

い
う
見
方
も
出
て
き
た
。
被
害
者
意
識
の
循
環
を
断
つ
歴
史
認
識
が
望
ま
れ

る
。 

  

三
日
目 

一
三:

三
〇
～
一
七:

三
〇 

・
明
治
期
に
「
す
ば
ら
し
い
政
治
家
」
が
輩
出
し
た
が
太
平
洋
戦
争
時
期
に
は

出
な
か
っ
た
（
「
『
坂
の
上
の
雲
』
の
よ
う
に
）
。
そ
の
理
由
は
「
失
敗
学
」
が

な
か
っ
た
か
ら
。
勝
っ
た
こ
と
ば
か
り
伝
わ
っ
た
の
で
は
。 

・
日
清
戦
争
前
後
の
朝
鮮
宮
中
で
は
ア
メ
リ
カ
＆
ロ
シ
ア
の
お
雇
い
外
国
人
が

活
動
。
閔
妃
暗
殺
以
後
、「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
見
え
て
き
た
。
日
清
戦
争

～
日
露
戦
争
の
あ
い
だ
朝
鮮
は
ロ
シ
ア
中
心
に
動
い
て
い
た
。「
朝
鮮
王
は
ロ

シ
ア
の
公
使
館
に
い
る
。
そ
ん
な
国
が
独
立
国
か
！
」
と
清
も
憤
慨
。
大
韓

帝
国
宣
言
（
一
八
九
七
）
を
ロ
シ
ア
が
真
っ
先
に
承
認
し
て
い
る
。 

・
国
民
国
家
に
お
け
る
「
地
図
」
は
重
要
。
測
量
し
て
国
土
に
確
定
し
編
入
。

ど
の
国
も
自
領
を
赤
で
描
き
、
世
界
地
図
の
「
中
心
」
に
お
く
。 

 

・
日
清
戦
争
イ
コ
ー
ル
「
国
民
国
家
」
で
は
な
い
が
、
急
速
に
進
ん
だ
時
期
。 

そ
の
状
況
を
示
す
事
項
を
文
化
的
な
面
で
あ
げ
る
と
三
点
あ
る
。 

 

台
湾
領
有
の
際
、
官
報
に
「
標
準
語
」
が
登
場
。 

国
民
文
学
『
日
清
戦
争
実
記
』
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
戦
意
高
揚
に
貢
献
。 

議
会
で
の
「
意
見
吸
い
上
げ
」
が
な
さ
れ
た
こ
と
。
政
策
決
定
は
政
府
首

脳
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
不
十
分
と
さ
れ
た
。 

○
そ
の
ほ
か
の
注
目
す
べ
き
コ
メ
ン
ト 

・
江
戸
時
代
に
出
現
し
た
豪
農
は
明
治
維
新
後
も
「
世
直
し
一
揆
」
首
謀
者
と



し
て
そ
の
ま
ま
生
き
残
る
。
江
戸
後
半
期
、
農
民
は
特
産
品
販
売
で
経
済
力

急
上
昇
。
農
村
部
で
は
教
育
力
も
上
昇
し
て
い
た
。 

・
幕
末
の
幕
府
政
治
は
「
一
方
的
」
で
な
く
、
す
で
に
「
公
論
」
化
し
て
い
た
。

阿
部
正
弘
は
全
国
に
意
見
を
求
め
、
大
名
・
下
級
武
士
、
商
人
に
も
開
か
れ
、

遊
女
が
勝
手
に
上
申
書
を
だ
す
よ
う
な
事
態
と
な
っ
た
。 

 
 

・
オ
ス
マ
ン
・
清
・
日
本
の
比
較
で
改
革
の
成
功
と
失
敗
が
よ
く
見
え
る
。
タ

ン
ズ
ィ
マ
ー
ト
と
洋
務
運
動
と
明
治
維
新
。
ト
ラ
イ
し
た
の
は
日
本
だ
け
で

は
な
い
。
だ
が
成
功
し
た
国
家
で
あ
る
日
本
も
、
国
民
の
生
活
と
い
う
点
で

見
る
な
ら
ば
決
し
て
「
豊
か
」
に
な
っ
て
は
い
な
い
。 

 

三
日
間
を
通
じ
て
の
印
象
と
課
題 

昨
年
の
報
告
で
は
、
今
後
の
課
題
は
「
国
民
国
家
」
で
あ
る
と
記
し
た
が
、

ま
さ
に
本
年
度
は
こ
れ
が
研
修
の
共
通
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。 

欧
米
歴
史
学
が
創
作
し
た
「
国
民
国
家
」
と
い
う
強
力
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
、

あ
た
か
も
は
る
か
昔
か
ら
あ
っ
た
と
す
る
よ
う
な
歴
史
教
育
は
、
い
ま
で
も
途

上
国
や
日
・
韓
・
中
で
も
主
流
で
あ
る
。
研
究
者
の
一
部
に
は
そ
れ
を
越
え
よ

う
と
す
る
動
き
は
あ
る
が
、
到
底
一
般
の
レ
ベ
ル
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

い
わ
ば
国
民
国
家
史
を
推
進
し
て
き
た
「
本
家
」
た
る
欧
米
で
は
、
こ
の
こ

と
に
気
付
き
始
め
、
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス
の
あ
い
だ
で
共
通
の
歴
史

教
科
書
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
中
の
あ
い
だ
で
着
手
さ
れ
た
共
通

の
歴
史
づ
く
り
は
、
戦
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
な
さ
れ
な
い
と
い
う
結
果
に
な

り
、
双
方
の
都
合
が
優
先
さ
れ
た
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
抜
け
出
せ
て
い
な
い
。

顧
み
れ
ば
日
本
に
お
い
て
も
「
国
民
国
家
」
礼
賛
的
な
歴
史
教
育
へ
の
逆
戻
り

（
教
科
書
検
定
の
問
題
は
言
わ
ず
も
が
な
、
「
司
馬
史
観
」
ば
や
り
な
ど
は
そ

の
最
た
る
も
の
）
が
明
白
に
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
教
育
へ
の
危
惧

が
一
致
し
た
結
論
で
あ
る
。 

「
い
ま
」
に
つ
な
が
る
近
代
史
を
教
え
る
に
は
、
ど
こ
か
の
国
の
成
功
物
語 

を
強
調
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
「
国
家
」
に
と
ら
わ
れ
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
、

そ
し
て
被
害
者
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
あ
る
い
は
裏
返
し
の
反
自
虐
史
観
で
な
い
歴

史
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
文
責 

横
須
賀
大
津
高
校 

佐
藤
雅
信
） 

 



第３回 歴史分科会高大連携の試み    ≪第一日目≫ 

             

歴史分科会理事長挨拶       高校側教員澤野氏 

  
         受講生徒               ゲスト講師長谷部氏（学術振興会） 

     

     午後研修会 講師と司会陣（栄光学園図書室）        研修会加者の盛況 

≪第二日目≫   

   

              高校側講師 杉山氏        大阪大学桃木氏は今年も三日間通して参加 



   

   桃木氏は自ら       午後研修会講師と司会陣      二日目研修会は大幅時間延長 

パワーポイント 

を操作して講義  

≪第三日目≫ 

       
 社会科部会長挨拶   冒頭に講師が前日の生徒質問に答える    高校側講師児玉氏 

   

     東京大学加藤氏              参加者は日本史教員も多かった 

  
   最終日研修会の講師と司会陣       3日目研修会 多くの大学関係者が参加。 

テーマゆえに日本史教員の発言が積極的であった    


